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１ 今年度の事業への取組について 

  柴田町教育委員会では，平成２３年度から実施してきた「柴田町協働教育プラットフォーム事業」

を引き継ぎ，家庭・地域・学校の協働による教育活動を通じた家庭・地域の教育力の向上や学校教

育の充実，子供たちの健全育成や地域住民の自己実現と社会参画の推進を目的とした「柴田町協働

教育推進事業（地域学校協働活動推進事業）」を実施している。 

 

２ 地域学校協働本部について 

平成２６年度から設置している柴田町協働教育推進委員会を，平成２９年度から地域学校協働本

部と位置付けし，委嘱された推進委員が年２回，事業の方向性や現状，課題等を共有している。ま

た，平成２６年度からコーディネーターを配置。平成３０年度からは経験豊かな地域コーディネー

ターを統括コーディネーターに委嘱し，令和元年度からは地域学校協働活動推進員として，統括コ

ーディネーターと地域コーディネーターによるコーディネート体制の組織化を実現。学校並びにボ

ランティアがともに目的を共有できるよう工夫し，両者の負担を軽減した結果，地域学習や地域貢

献活動等，子供たちが地域の「もの・こと」と関わる活動まで広がりを見せている。 

 

３ 事業紹介 

（１）家庭教育支援活動 

事 業 名 内    容 備    考 

子育て・親育ち講座 

町内各小学校の就学時発達検査の待ち時間を

活用し，家庭における基本的なしつけの重要性

について保護者が学ぶ機会を提供。 

◆作成・指導：県家庭教育支援チーム協議委員 

中保良子氏 

◆講師：県家庭教育支援チーム地域実践 

リーダー 

柴田町子育てサポーター「すきっぷ」 

               佐々木恵美氏 

柴田町子育てサポーター

「すきっぷ」には講話講師

に加え，講話サポートやア

イスブレイク，子供の見守

りを依頼。 

会場：町内 6小学校 

参加：243名  

イクメン講座 

父子のふれあいや父親の積極的な育児参加を

促すとともに，父親同士の交流を深めながら 

子育てについて楽しく学ぶことをテーマと 

した講座を開催。 

◆講師：柴田町地域おこし協力隊 

     吉田謙治氏，森井亮多氏 

【参加親子 3組 8名】 

 

 

親のみちしるべ 

出前講座 

宮城県版親の学びのプログラム「親のみちしる

べ」を活用し，子育て中の親同士等が交流を 

図りながら親自身の気付きや子育てについて

学び合うための出前講座を開催。 

 

子育て支援ネットワーク

協議会及び子育てサーク

ル代表者会議にて，活用の

呼びかけ。 

柴 田 町 の 地 域 学 校 協 働 活 動 
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子育て・親育ち 

思春期講座 

中学校入学説明会を活用し，保護者に子供の中

学校入学前の心構えとして，思春期の特徴や親

としての関わり方を学ぶ機会を提供。 

◆作成・指導：県家庭教育支援チーム協議委員 

中保良子氏 

◆講師：県家庭教育支援チーム地域実践 

リーダー 

柴田町子育てサポーター「すきっぷ」 

               佐々木恵美氏 

【参加（予定）308名】 

①船岡中学校 147名 

（船岡・東船岡小学校） 

②槻木中学校  89名 

 （槻木・柴田小学校） 

③船迫中学校  53名 

（船迫小学校） 

④西住小学校  19名 

「子育て支援ネッ

トワーク協議会」を

通じた連携と情報

交換の強化 

子育て支援に関する事業の企画・立案や柴田町

子育てサポーターの養成・派遣，関係機関・施

設間の連絡・連携体制の強化を図ることを目的

に年 4回開催。 

◆事務局：子育て支援センター 

構成員 13 名（子ども家庭

課，健康推進課，生涯学習

課，幼稚園，保育所，児童

館，社会福祉協議会，子育

てサポーター，子育て支援

センター（事務局）） 

   

 

 

 

 

 

 

   

 

（２）地域活動 

事 業 名 内    容 備    考 

柴田町子ども 

フェスティバルの開催 

子ども会育成会連絡協議会，柴田町教育委 

員会の共催事業。子供が一堂に会し，地区 

子ども会等が設けた遊びのコーナーで様々 

な体験をする。異年齢集団や異世代間，親 

子の交流の場を提供する。 

【来場者 ２０３名】 

ジュニア・リーダーの

育成 

子ども会活動の活性化，次世代のリーダー

を育成。初級研修会・町技術研修会の実施。

中級・上級研修会への参加。子ども会活動，

子どもフェスティバルへの派遣。姉妹・歴

史友好都市シニアリーダー研修・交流会の

実施。定例会・自主企画イベントの開催。 

在籍数：高校生 10名，中学生 3名 

計 13名 

・初級研修会 

10/16 参加 2名， 

11/19～20 中止 

・中級研修会 

7/9，10 参加 2名 

・上級研修会 

参加者なし 

・町自主企画（括弧内は JL

参加数） 

8/6 参加 9名（4名） 

12/18 参加 17名（3名） 

2/15 開催予定 

 

【イクメン講座】 【子育てリラックスサロン】 【子育て・親育ち講座】 
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（３）学校支援活動 

事 業 名 内    容 備    考 

しばたっ子応援団（学校

支援ボランティア）の派

遣 

学校の支援要請に応じて「しばたっ子応援団

（学校支援ボランティア）」を派遣する。 

この活動は，地域と学校が連携・協働して，

幅広い地域住民の参画により，地域全体で未

来を担う子供たちの成長を支え，地域の人と

人とのつながりをつくることを目的として

いる。 

・登録者数（1月現在） 

個人 39名，任意団体 22 

団体（229 名），事業所等

45 事業所 計 268 名（延

べ人数） 

 

キャリア教育支援 

 

 

 

①職場体験学習受入 

事業所等と学校との

連絡調整 

 

②ビジネスマナー講座 

の開催 

 

③キャリアセミナー（職

業人の話を聞く会）の

開催 

町内中学校が推進する「志教育」，「進路指 

導・キャリア教育」等の教育活動を教育委 

員会や地域が支援する体制を整備し，学校 

教育の充実を図る。 

①町内 3 中学校の職場体験学習の実施にあ

たり，学校支援活動事務局（生涯学習課）

が窓口となり，町内の事業所等に職場体験

学習の受入依頼，連絡調整を行う。 

②職場体験学習の事前学習として，大河原商

業高等学校の出前講座「職場体験学習に向

けたマナー講座」を実施する。 

③学校，教育委員会との協働により，町内外

の様々な職業人との車座によるふれあい

や講話を通し，進路に関する意識を高め，

今の学校生活が将来の生活に結びついて

いることを確認する機会をつくる。 

① 引受事業所数 64事業所 

② 船岡中 2学年  （151名） 

槻木中 2学年  （91名） 

船迫中 2学年  （67名） 

③ 参加予定者数と講師数 

・船岡中 1学年 （147名） 

※講師（22名） 

・槻木中 1学年 （85名） 

※講師（15名） 

・船迫中 1，2学年（149名） 

※講師（20名） 

協働教育推進委員会（地

域学校協働本部）の開催 

平成 26年 4 月より設置。年 2 回開催。地域

学校協働本部として，協働による教育活動を

通じ家庭・地域の教育力の向上を図るととも

に，学校教育の充実や子供たちの健全育成，

住民の生きがいや，やりがいづくりを推進す

る。また，委員相互の連携を深めながら情報

を共有し，より良い地域学校協働活動推進の

ために資質の向上を図る。 

校長会担当校長，町内小中

学校地域連携担当教諭，教

育委員会各課・生涯学習施

設職員，しばたっ子応援団

員，生涯学習課職員（事務

局）の計 26名で構成 

【ジュニア・リーダー初級研修会】 【子どもフェスティバル】 【ジュニア・リーダー自主企画】 

 



 

 
 －柴教委 4－ 

 
  

しばたっ子応援団(学校

支援ボランティア) 

研修会 

地域と学校が連携・協働した教育活動の充実

に向け，学校のニーズに合った活動のボラン

ティアの役割を再確認する。また，学校とボ

ランティアの交流・情報交換を通じ，協働す

ることの有効性の共通理解を高め，地域全体

で子供たちの健全育成を図る。 

8月 10日開催 

参加 20名：協働教育推進委

員（地域学校協働本部員），

しばたっ子応援団員，地域

学校協働活動に関心のある

教職員等 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果と課題 

（１）成果 

①家庭教育支援活動 

 ・新型コロナウイルス感染症を考慮しながら，今年度も全校で「子育て・親育ち講座」及び「子育

て・親育ち思春期講座」を開催予定である。「子育て・親育ち講座」では個人ワークの時間を増や

すことで，アンケートの満足度の増加が見られた。また，子育て中のママたちが交流する「子育

てリラックスサロン」を開催することができた。 

・町内の幼保児小中，子育て支援センター，子ども家庭課，健康推進課，社会福祉協議会との連携，

情報交換を密にすることにより，町として効果的な家庭教育支援体制を構築することができた。 

②地域活動 

  ・今年度はコロナ禍になってから下火になっていたジュニア・リーダーの派遣依頼が来るようにな

り，少しずつ活躍の場が増えた。また，研修会や活動等をとおし，ジュニア・リーダーの資質向

上を図ることができた。 

  ・４年ぶりに柴田町子どもフェスティバルを開催することができた。町内の児童が楽しむ顔を見る

ことができ，子ども会や育成会，ジュニア・リーダーなどの活躍の場として充実したものとなっ

た。 

③学校支援活動 

・例年の活動に加えて大河原地方振興事務所のキャリア教育プログラムを活用した体験学習など新

たな活動があった。また，他の学校で実施している活動を自分の学校でも取り入れるといった，

協働教育推進委員会で横のつながりを作ってきた成果が見られた。 

・各コーディネーターが中心になって地域連携担当の先生や担当の先生のアイディアを形にするこ

とができた。 

 

（２）課題 

関わっていただいているボランティアの高齢化による担い手不足などの課題はあるが，喫緊の大

きな課題はないため，今後も継続して地域学校協働活動を実施し，児童・生徒に切れ目なく，安定

した学習の機会を提供することができるように，関係機関と協議・連携し，事業展開を図る。 

【しばたっ子応援団研修会】 【キャリア教育プログラム】 【職場体験学習】 



 

 

 

 

 

 

 

○市町名  柴田町 

 

○学校名  柴田町立槻木小学校 

       

○期 日  令和４年９月７日（水） 

 

○内 容 

・クラブ活動（科学クラブ） 

・「キャリア教育プログラム『ものづくり体験

編』」 

・コマ作り体験で企業との交流をとおし，地元

企業の技術力の高さを理解し，ものづくりへ

の興味・関心を喚起する。  

 

○講 師 

 株式会社 岩沼精工 

   代表取締役社長  千葉 厚治 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導補助 

 株式会社 ヒキチ  

取締役社長  熊谷 裕一 氏 

 イケダ工機 株式会社  

代表取締役社長  池田 広史 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○児童の声 

 「モノ」がどのように作られるのかについて，

一から工程を教えてもらい，とても勉強になりま

した。コマ作りも楽しかったし，普段見ているも

のの見方も変わりました。楽しいコマ作り体験を

させていただきありがとうございました。 

(６年１組 平間 勇多さん) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コマを作るには，デザインや製造，協力企業を

探すというところから，販売，売れ行きをチェッ

クするところまで大変だなと思いましたが，面白

いなとも思いました。コマ作りは，とても楽しか

ったです。 

(５年１組 菊地 柊さん) 

 

１００キロの力をかけないと金属がくっつか

ないと聞いたときはびっくりしました。でも，機

械を使ったらすぐはまったので，また驚きました。

自分で作ったコマが回ったのでうれしかったで

す。 

(５年２組 佐藤 春樹さん) 

 

 

 

 

 

 

 

 

柴田町 柴田町立槻木小学校(科学クラブ) 「ものづくり体験」 

I0GPYWE 農業体験活動(稲刈り)」 



 

 

 

 

コマの大会があると聞いて，どんなコマがある

のかわくわくしました。体験の時に見せてもらっ

たコマは，ドラえもんのタケコプターのようなコ

マでびっくりしました。 

(５年１組 高森 日菜さん) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は作ったコマが長い時間回って，とてもすご

いなと思いました。また，どうしたらこんなに長

く回るようになるのだろうと思いました。コマを

作るのはとても楽しかったのでまた作りたいで

す。 

(５年１組 酒井 杏珠さん) 

 

○講師から 

「将来の職業を考える選択肢の中に『ものづく

り』に関わる仕事を！！」こんな想いをずっと抱

いておりました。 

小学校で「ものづくり体験」ができれば，子ど

もたちの将来の選択肢が大きく広がると思い，こ

の授業を実施して，子どもたちに「驚き」と「気

付き」を提供しています。 

自分たちでも「楽しい」ことを作れるというこ

とを実感したり，さらに身の回りにある物がどの

ように作られたのか考えてみたりすることが，今

の子どもたちに必要なことだと，授業をする度に

感じています。 

 

株式会社 岩沼精工  

代表取締役社長  千葉 厚治 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○担当の先生から 

普段できない体験をさせていただいたので，児

童も大変喜んでおりました。児童の興味，関心，

意欲が引き出され，柴田町の主産業でもある工業

について，体験しながら主体的に学ぶ姿が印象的

でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教育事務所から 

 地域の企業(プロ)の方から直接指導を受け，

「本物」の素材や道具を使って作る自分だけの

コマは，世界に一つだけの宝物のようでした。

講師の話を真剣に聞き入る目，ドキドキしなが

ら製造工程を体験する様子，自分の手で完成さ

せたコマが勢い良く回ったときの喜びなど，多

くの場面で「ものづくり」の楽しさや魅力を味

わうことができました。「将来，私も『ものづ

くり』の仕事をしてみたい」「私はデザインを

考えたい」といった声も聞こえてきました。自

分の将来に対して地域の大人の姿をとおして主

体的に考え，夢や希望を抱くことができた，す

ばらしいキャリア教育の取組でした。 

（文責：大河原教育事務所生涯学習担当） 
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１ 今年度の事業への取組について 

本町では，地域全体で子供を育むために，家庭・学校・地域をつなぐ仕組みをつくり，協働

による教育活動を通じて，家庭・地域の教育力の向上を図り，協働教育を一層充実させること

を目的に「かわさきっ子応援団」を組織し活動しています。 

今年度も家庭教育支援，地域活動支援，学校教育支援の３つの活動を軸に，豊かな自然環境を

活かした地域の特色ある協働教育活動を展開していきます。 

２ 地域学校協働本部について 

   ※地域学校協働本部は未設置 

３ 事業紹介 

（１）家庭教育支援 

事 業 名 内    容 備    考 

家庭教育サポート 

チームの設置 

町内の子育てサポーターとの定期的な

情報交換を行い，子育てサポート状況を

把握・推進する。 

幼児教育課・子育て支援センター

職員と連携 

各種講座・研修会へ参加 

「おひさまカフェ」 

（子育てカフェ）の開催 

子育て中のママと子供たちに，子育てサ

ポーターが体験活動をとおした親と子

のふれあいの場を提供する。子育てに関

する不安を和らげ，親の育ちのきっかけ

づくりを行う。 

公民館講座として開催 

子育てサポーター６名 

年２回開催  

家庭教育学級 

幼児教育学級 

学校・ＰＴＡが主催する家庭教育・幼児

教育講座の支援。 

研修会，講演会等の講師に支払う

講師謝金の補助 

スポーツ少年団交流会 

スポーツ少年団の団員交流会を通して，

子供たちだけではなく，指導者・母集団

同士の連帯意識を強める。 

スポーツ少年団体：６団体 

親子バレーボール大会 

バレーボールをとおして親と子の対話

を深め，友情や連帯感等の社会性を身に

付け，体力の向上を図る。 

低学年・小学生の大会を年２回 

開催 

ボールは家庭バレーボールを使用 

 

 

 

 

 

 

   子育てサポーター活動      スポーツ少年団交流会      親子バレーボール大会 

川 崎 町 の 地 域 学 校 協 働 活 動 



－川教委２－ 

（２）地域活動支援 

事 業 名 内    容 備    考 

教育講演会の開催 

夢の実現に向けて，確かな学力と生きる

力の育成を図る。 

・志教育講演会 

・学びの支援講演会 

児童生徒及び保護者対象 

地域資源を活用した 

プログラム 

豊かな自然環境の中での体験活動を通 

した郷土愛の育成を推進する。 

・小学生わくわくデイキャンプ 

・６学年親子キャンプ 

・カヌー＆ＳＵＰ体験 

 

世代間・異年齢交流 

子供から大人まで年齢を問わない相互

の交流・親睦を図る。 

・かわさき朗読会 

・川崎レイクサイドマラソン 

（運営ボランティア活動） 

・中学生保育実習 

・幼高さつまいも苗植え交流 

 

ジュニア・リーダー 

事業 

ジュニア・リーダーとしての資質の向上

（中学生・高校生対象） 

・各種研修会への参加 

・管内交流研修会等への参加 

・地域活動への参画 

・自主企画行事の計画・運営等 

川崎町ジュニア・リーダー 

サークル Ｐ・Ｔ・Ｅ 

会員数：高校生１６名 

    中学生 ７名 

    （令和５年１月現在） 

 

 

 

 

 

 

 

Ｊ・Ｌ初級研修会       ＢＧ塾支援（お釜登山）    Ｊ・Ｌハロウィンパーティー 

 

 

 

 

 

 

 

マラソン大会ボランティア      Ｊ・Ｌクリスマス会        Ｊ・Ｌの地域活動 



－川教委３－ 

（３）学校教育支援 

事 業 名 内    容 備    考 

本の読み聞かせ 

児童への本の読み聞かせ 

・ボランティアの活動 

・サークル「絵本ママ」活動 

各小学校，こども園等 

朝の学活の時間帯実施 

校外学習活動 

校外における学習活動への支援 

・役場見学（議会体験） 

・町探検学習 

・清掃活動（ゴミ，空き缶回収） 

・そば打ち交流会 

・社会見学等補助 

・スキー・そり教室支援 

・収穫祭（地域交流） 

・史跡案内（山城見学・土器拾い） 

地域ボランティアが活動支援 

・かわさきこども園 

・富岡幼稚園 

・川崎小学校 

・川崎第二小学校 

・富岡小学校 

・川崎中学校 

・富岡中学校 

学習活動支援 

学習活動への支援 

・戦争体験講話 

・部外活動講師派遣 

・昔あそび，しめ縄づくり 

・農業体験学習支援 

・地域学習支援 

・防災教育支援 

地域ボランティアが活動支援 

こども園，幼稚園 

小・中学校 

放課後児童教室 

セカンド・スクール 

事業 

町内の施設が第２の学校，家庭の機能を

果たしながら，子供たちが自然の中で

様々な体験活動を行う長期集団宿泊事

業 

・野外活動支援 

・レクリエーション指導 

・自然体験活動等 

町内小学５年生を対象に実施 

学校・家庭・大学・行政が 

一体となり事業を実施 

水辺の安全教室 

（水の事故ゼロ運動） 

水辺における水難事故を自ら防ぐ学習

活動と海洋性スポーツの楽しさの普及 

・紙芝居による解りやすい説明 

・着衣泳，ペットボトル浮遊 

・カヌー試乗体験 

Ｂ＆Ｇ海洋センター職員が中心と

なった指導者会が講師として活動 

伝承芸能指導 

地域に伝わる伝統芸能の伝承を図るた

め，子供たちの興味・関心を促し，将来

の担い手につなげる活動の推進 

・支倉豊年踊り練習 

・川内太鼓練習 

・その他伝承伝統芸能 

地域住民による伝承芸能の指導 

 



－川教委４－ 

 

 

 

 

 

 

 防災教育（避難所運営体験）      施設見学（議会体験）     史跡案内支援（川崎要害地） 

 

 

 

 

 

 

    農業体験学習支援          職場体験支援       小学生わくわくデイキャンプ 

 

 

 

 

 

 

   セカンドスクール支援     地域学習活動支援（土器拾い）     すずらん採取 

 

 

４ 成果と課題 

〇学校地域連携担当者との連絡体制の整備（連絡会議の定期的な開催）。 

〇学校現場との情報交換を行い，授業づくりに役立つ支援対応を確立する。 

〇ボランティア登録者の活躍の場を拡大する。 

〇ボランティアの活動の場を「学校」のほかに，地域へと広げていく。 

 〇ボランティア活動が「地域貢献」，「生きがい」，「人と人のつながり」，「町づくり」へとつなげて 

  いくこと。 

 〇町独自の視点で，協働教育を推進するための体制整備を図る。 

 

 

■ボランティア登録者（令和５年１月現在） 

   個人  ２７３名 

   団体   ９７名（８団体） 

   合計  ３７０名 



 

 

 

○市町名  川崎町 

 

○学校名  川崎町立富岡小学校 

 

○期 日  令和４年１０月１７日（月） 

 

○対 象  川崎町立富岡小学校 

第 1～3 学年 

 

〇内 容 「さつまいも収穫」 

・１，２年 生活科  

「大きくなあれ，わたしの野菜」 

・３年 総合的な学習の時間  

「野菜博士になろう」 

 

〇ねらい  植物を継続的に栽培する活動をとお

して，植物が生命をもっていることや

成長していることに気付くとともに，

生き物に親しみをもち，大切にしよう

とすることができるようにする。 

 

〇地域の方  

〈ＪＡ宮城仙南川崎支部青年部〉 

神崎 安弘 氏 

佐藤 健一 氏 

岩渕 正樹 氏 

佐藤 秀昭 氏 ※事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○児童の声 

・ＪＡの人たちがさつまいものとりかたをおしえ

てくれました。さつまいもをぬいたり，ほった

りするのがたのしかったです。でてきたさつま

いもはおおきかったです。 

(１年 まかべ いちか さん) 

 

・さつまいもほりをしました。でてきたさつまい

もをふかしてたべたらおいしかったです。さつ

まいもをたべたとたんに，からだがポカポカと

あたたまりました。そして，げんきがでてきま

した。 

(１年 はやさか いと さん) 

 

・１年生のときはかれてしまったけれど，今年は

はっぱが大きくそだったのでうれしかったで

す。つるがこんなにのびるということが分かり

ました。そして，さつまいもがとても大きくな

るのにびっくりしました。 

(２年 さとう はると さん) 

 

・１年生から３年生までのみんなで協力して楽し

みながらさつまいもほりをすることができま

した。さつまいもは大きいものや小さいものな

ど，いろいろな形のものがあることが分かりま

した。今回，大きなさつまいもをしゅうかくす

ることができたのが一番の思い出です。 

  (３年 笹間 希音 さん) 

 

・わたしたちは２年生の時に，自分たちでさつま

いもを育てましたが，かれてしっぱいしてしま

いました。ＪＡ青年部の方々にていねいに教え

ていただき，また，自分たちでも水やりなどを

がんばり，今回は大きなさつまいもがたくさん

とれてうれしかったです。やきいもにして食べ

たいです。 

  (３年 佐藤 みやび さん) 

 

川崎町 川崎町立富岡小学校 「さつまいも収穫」 

さつまいもの収穫方法を神崎安弘さんから 

教わっている子供たち 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇地域の方から 

 今年から富岡小学校でＪＡ宮城仙南川崎支部

青年部の活動である食育活動を行いました。５月

に川崎町で新規就農した「おいもや芋蔵」を営む

さつまいも農家の岩渕正樹さん（JA 青年部）の指

導のもとに植えたさつまいもを，１０月に子供た

ちと一緒に収穫しました。 

 子供たちはとても素直で一生懸命説明を聞い

てくれて指導した甲斐がありました。 

 また，たくさんさつまいもが収穫できたことも

よかったです。 

ＪＡ宮城仙南川崎支部青年部一同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教職員の声 

５月にさつまいもの苗植え，１０月にさつまい

もの収穫について御指導，御支援いただきました。

また，ここ数年本格的に畑を使用していなかった

ので，苗植えの前には耕す作業も御協力いただき

大変助かりました。 

当日は，１～３年の児童に分かりやすく説明し

ていただいたおかげで，児童が意欲的に，そして

スムーズに活動することができました。特に，大

きなさつまいもが収穫できた時の児童の驚きと

喜んだ顔が印象的でした。充実した体験活動とな

りました。ありがとうございました。 

(担当 山下 和範 先生) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教育事務所から 

 収穫の時を心待ちに 

していた子供たちの瞳 

の輝き，地域の方に手 

助けをいただきながら 

大きなさつまいもを手 

にした子供たちの喜び 

の表情がとても素晴ら 

しかったです。子供た 

ちの笑顔や満足感を引き出すために，地域の方が

日常的に支援されているので，地域の方と子供た

ちや先生方との心の距離感がとても近く感じま

した。今後も様々な連携・協働活動が展開され，

携わる方々にとって実り多き日々になりますこ

とを祈っております。 

たくさんさつまいもを収穫できました！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川崎小 

 

 

 

 

 

 

川崎二小 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富岡中 



 

  
 －丸教委 1－ 

 
  

 

 
 

１ 今年度の事業への取組について 

平成２４年度から協働教育プラットフォーム事業委託を受け，教育基本方針に位置付けるとともに，

これまで進めてきた学社連携・融合における事業等を協働の視点から再検討し，既存の組織や団体等

と役割分担を図りながら事業を推進している。 

子供たちの学習環境を整えるため，また地域住民が生涯にわたって学習を続けていくため，家庭・

地域・学校が協働し教育環境を整え，「いつでも，どこでも，誰でも」学び続ける協働の社会を目指

して事業の充実を図った。 
 

２ 地域学校協働本部について 

平成元年から丸森町生涯学習推進協議会を設置しており，当町における生涯学習に関する必要な事

項について協議し，町民の自主的・主体的な生涯学習活動の推進を図っていることから，本協議会が

地域学校協働に関する評価及び検証を行う組織として位置付けている。 
 

３ 事業紹介 

（１）家庭教育支援 

事 業 名 内    容 備  考 

家庭教育セミナー 丸森町子ども会育成会，丸森町ＰＴＡ連合会と共催。心

豊かな健全育成を目指し，家庭教育の意義や重要性を認識

し，家庭・学校・地域が連携して役割を果たすための共通

理解を図ることを目的に家庭教育セミナーとして講演会

を開催。 

・講演：「相手も自分も大切にするコミュニーケション」 

・講師：（一社）ＪＣＭＡ 代表理事 吉井 奈々 氏 

 

家庭教育支援講演会

等事業 

家庭教育活動を推進するため，教育委員会と連携して，

町内小中学校単位ＰＴＡで開催する家庭教育講演会を支

援・推進し，保護者の学習活動の充実を図ることにより，

家庭教育の向上を図る。 

【丸森小学校ＰＴＡ】 

・テーマ：「いのちと時間」 

・講 師：青空応援団 

 

セカンドブック事業 新たに小学校へ入学する児童に本を提供し，子供たちが

本に親しみ，本を読む喜びを感じてもらうことで，将来的

な読書活動を促す。 

また，保護者に読み聞かせをする機会を持ってもらうこ

とによって読書の大切さを感じてもらう。 

・対象者 町内の小学１年生児童 74名 

 

丸 森 町 の 地 域 学 校 協 働 活 動 
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丸森町読書感想文 

大賞 

子供や若者が本に親しむ機会をつくり，読書の楽しさ，

すばらしさを体験させ，読書の習慣化を図ることや，読書

の感動を文章に表現することをとおして，より深く読書

し，考える力を育むとともに，自分の考えを表現する力を

養うことを目的に実施。各部門から表彰作品を選定し，表

彰式では審査員の読み聞かせや「森の図書館」を開催し，

出席者に選んだ本をプレゼントした。 

『読書大好き♥感想文大賞』 

・応募作品点数 ①小学生の部 50点 

②中学生の部 24点 

③一般の部   4点 合計 78点 

 

読み聞かせ活動の推

進 

家庭での読み聞かせ活動を定着させ，読み聞かせの機会

を増やし，子供が幼児期から本と親しみ，読書の楽しさを

感じられるよう，保護者に対して子供への読み聞かせの重

要性や，読み聞かせの方法などを学び，家庭における読み

聞かせ活動を推進。 

・講座：「～子どもたちにはなぜ『本を読むこと』が 

必要なのか～」 

・講師：子ども読書コミュニティプロジェクトみやぎ 

尾形 陽子 氏 

また，読書のすばらしさ，読み聞かせ活動の大切さを伝

えるため，読み聞かせ活動をさらに推進するため，読み聞

かせボランティア講座を開催。 

・講座：「読み聞かせについて」 

・講師：子ども読書コミュニティプロジェクトみやぎ 

尾形 陽子 氏 

こども園・保育所

等と連携 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉協議会と

連携 

子育て支援ボランテ

ィアの支援 

社会福祉協議会と連携・協力し，情報提供等による支援。  

 

   

 

 

 

 

 

 

【家庭教育セミナー / 丸森町読書感想文大賞表彰式 / 読み聞かせ講座】 
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（２）地域活動支援 

事 業 名 内    容 備  考 

出 前 講 座 に よ る 

地域学習活動支援 

地域の学習要望に応じ，地域人材や各種団体，役場職員

等を講師として派遣し，地域における学習活動を支援。 

・ニュースポーツ，レクリエーション 

・丸森町に伝わる昔話  

・健康講話 

・防災講話 など 

 

ジュニア・リーダー

の養成 

子ども会の年少指導者であるジュニア・リーダーを養成

し，ボランティアや地域活動を推進するため指導及び支援。 

・初級研修会の開催 

・山の子キャンプ活動の指導，支援 

・定例会活動の指導，支援 

・ボランティア活動の推進 

・子ども会や地域行事への派遣 など 

丸森町子ども会

育成会と連携 

 

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

【ジュニア・リーダー活動（初級研修会 / 山の子キャンプ）】 

【出前講座（ニュースポーツ /  健康講話 / 防災講話）】 



 

  
 －丸教委 4－ 

 
  

（３）学校教育支援 

事 業 名 内    容 備    考 

出 前 講 座 に よ る 

学校教育支援 

学校からの要望に応じ，地域人材や各種団体，役場職員

等を講師として派遣し，様々な学習活動等を支援。 

・創作活動（まゆ細工） 

・書道教室（毛筆指導） 

 

   

   

   

 

４ 成果と課題 

・地域人材を積極的に活用した「出前講座」が学校や地域活動の場にも定着してきており，受講者だ

けでなく講師として派遣された地域の方々も地域の子供たちの学習等に関われることに生きがい

を感じていることから，相互作用による学習意欲の向上が図られている。しかし，令和元年東日本

台風被害により派遣件数が大きく減少し，それ以降は新型コロナウイルス感染症により地域や学校

活動に中止や制限があり，件数は横ばいの状態であるため，引き続き，活動に携わる地域住民や地

域連携担当と意見を共有しながら，より良い事業のあり方を模索し進めていきたい。 

・家庭教育に関しても，ＰＴＡの教育活動を支援する家庭教育支援講演会事業を行っており，地域の

人材を活用した相互作用による学習意欲の向上が図られている。家庭は，子供たちの健やかな育ち

の基盤であり，家庭教育はすべての教育の出発点であることから，子育てや家庭教育を支える地域

環境の変化に合わせた対応が求められているが，少子化により対象者が減少していることや，特定

のボランティアに頼った活動が多いため，支援体制の充実と新たな人材の発掘が課題となっている。 

・今年度は少子化に伴う小学校再編で町内小学校が８校から２校となった。対象者数が減少している

ため，ジュニア・リーダーを志す子供たちの減少も著しく，派遣事業やこれまで培ってきた技術の

伝承が課題となっている。様々な体験活動をとおし，人との繋がりを育む活動の場に子供たちが興

味や関心を持てるように，学校・家庭・地域との連携を今まで以上に強めながら活動の場を多く提

供していきたい。同様に，学校を支える各種団体の高齢化による後継者不足も課題である。 

【出前講座（まゆ細工）】 

【出前講座（毛筆指導）】 



 

 

 

○市町名  丸森町 

 

○学校名  丸森町立舘矢間小学校 

 

○期 日  令和４年１１月２４日（木） 

 

○内 容 

 総合的な学習の時間 

「干し柿づくり～木になる実～」 １６時間         

   ・地域でたくさん実る柿を干し柿にする活

動をとおし，なぜ干し柿が地域の特産と

なったのか等を調べ，地域で学んだこと

を発信する。 

   ・干し柿作りをとおし，地域の人々の思い

を知り，地域の良さを引き継いでいこう

とする意欲を育てる。 

 

○会 場  旧丸森町立耕野小学校 

 

○講 師 

  八島  健 氏（稲穂会・干し柿作り指導） 

  佐藤 静男 氏（柿畑管理・柿収穫指導） 

 

○指導補助 

  谷津 正敏 氏（稲穂会・干し柿作り） 

  山崎ミツ子 氏（稲穂会・干し柿作り） 

  藤田 しげ 氏（稲穂会・干し柿作り）   

  斎藤 達也 氏 

（柿収穫・干し柿作り準備・干し柿作り） 

  土田 晃 氏（干し柿作り準備・干し柿作り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○児童の声 

・私は，干し柿作りを体験して楽しかったです。

自分たちで収穫した柿をむいたり，紐に吊る

したりしました。ピーラーで皮をむくのは楽

しかったです。みんなで力を合わせて頑張っ

たら，たくさんあった柿があっという間にな

くなりました。 

   皮をむいた柿を紐に吊るして，燻蒸して干

したら完成を待つだけです。おいしい干し柿

になったらうれしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今日は耕野に干し柿作りに行きました。先日

収穫した柿を干し柿にする作業です。ぼくは，

柿の皮をむく作業をしました。約 400 個の柿

を，一人 12 個くらいむきました。みんなで

皮をむいているうちにどんどん楽しくなり，

先生がコンテナにへた回しをした柿を入れ

る前にみんなで手を出して待っているくら

いでした。 

   また，干し柿作りをする機会があったら，

挑戦してみたいです。なかなかできないこと

だと思うので，とても良い経験になりました。 

 

・耕野小学校に行って干し柿作りをしました。

私はずっと柿の皮をピーラーでむいていま

した。何回か手を切りそうになりました。最

初はむくのが遅かったけど，やっているうち

にどんどん慣れて，むくのが速くなってきま

した。みんなであの大量の柿をむいて，吊る

すところまでできて良かったです。袋詰めの

作業も頑張りたいです。 

丸森町 丸森町立舘矢間小学校 「干し柿づくり」 



 

・今日は干し柿作りでした。耕野小学校でやり

ました。稲穂会の皆さんや校長先生が手伝

ってくれました。僕たちはピーラーで柿の

皮をむきました。稲穂会の皆さんみたいに

すごい速さでむくことはできなかったけど，

皮を残さずにむけたし，変形している柿も

上手にピーラーで形を整えながらむけまし

た。何百個もあったのに，みんなで協力した

ら全部できました。去年も，耕野小学校との

交流会で，この干し柿作りを体験していた

こともあって，みんな干し柿作りがうまく

なっていました。最後に，柿を燻蒸する様子

も見せてもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今日は，耕野小学校で干し柿を作りました。

干し柿作りで頑張ったことが二つあります。 

  一つ目は，柿の皮むきです。皮むき自体は

昨年も経験していたので，今年で２回目でし

たが，今年は変形柿が多くてむくのが大変で

した。でも，２回，３回と皮をむくと皮がむ

け，形が整えられてきます。だんだんこつを

つかみました。 

  二つ目は，紐に柿を通す作業です。最初は

大きい柿，小さい柿をごちゃごちゃに付けて

いたけど，稲穂会の皆さんから下に大きい柿

を付けた方がいいとアドバイスをもらいな

がら頑張りました。 

  みんなで収穫し，作ったので，おいしい干

し柿になるといいなと思いました。 

○講師から 

３校が再編して初めての干し柿作りでした。

今年は原因が分からない変形した柿が多く，柿

むき作業が大変だったと思います。それでも熱

心に作業をしてくれた子供たちに感謝をいた

します。私も，小学校の干し柿作りに携わって

７～８年くらいになりますが，今後も地域の伝

統を守り，地区の人達との交流が続いていけば

と思います。約１か月以上干し，干し柿が完成

します。おいしい干し柿ができるのを楽しみに

しております。      (八島 健 氏) 

          

 

 

 

 

 

 

 

○教職員の声 

大張小学校・耕野小学校・舘矢間小学校の３

校が再編し，令和 4 年度，新舘矢間小学校とし

て本校はスタートしました。舘矢間小学校で実

施していた活動に加え，大張地区の養蚕・シル

ク和紙での卒業証書作成，耕野地区の養蜂・干

し柿作りを受け継ぎ，さらに総合的な学習の時

間も充実したものとなりました。今回の干し柿

作りの活動も，耕野地区の皆さんとの交流の中

で，地域の伝統を守り，引き継いでいこうとす

る児童の育成を目指しているものです。児童は，

耕野のブランド干し柿「ころ柿」作りをとおし，

地区の人々とのつながりや物を作り上げてい

く大切さを学ぶことができました。 

（佐藤 真規子 先生） 

 

○教育事務所から 

 地域の伝統を大切に守り，引き継いでいこうと

いう思いが伝わる活動でした。地域の方と児童の

皆さんが作った「ころ柿」は，食べた人の心を動

かすおいしい干し柿になることでしょう。 
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舘矢間小 
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１ 今年度の事業への取組について 

 視聴覚教材センター（あずなびあ）では，視聴覚教材・機材の整備・貸出，視聴覚教材の情報提

供，圏域住民の学習ニーズに応じた学習活動の支援等を行っている。今年度は，デジタル化の推

進を受けデジタル講座やイベントの配信支援を実施する機会が多かった。 

 仙南芸術文化センターでは世代を超えて，広く芸術文化に触れる機会を提供できるよう積極的

に事業を展開した。 

 

２ 事業紹介 

（１）家庭教育支援 

事 業 名 内 容 備 考 

えず☆スタ 2022 昨年度に引き続き規模を縮小して，様々なワークシ

ョップを通じて地域との交流を図る複合的なアー

トプログラムとして開催。 

会場:仙南芸術文化センター，大河原町総合体育館 

対象：圏域住民 

来場者 423名 

えずっこひろば 仙南芸術文化センター（えずこホール）の住民創造

グループの 1つである託児ボランティア（えずこキ

ッズクラブ）が月 1回開催。 

対象：子育て中の親

子 

    

【えず☆スタ２０２２】 【えずっこひろば】 

 

（２）地域活動支援 

事 業 名 内 容 備 考 

視聴覚教材・機材の整備

及び貸出事業 

圏域内の学校教育・社会教育関係団体

向けに年間をとおして，無料で教材・機

材の貸出を行っている。 

対象：圏域内学校教育及び

社会教育関係団体 

各種講座及び学習機会提

供事業 

学校教育及び社会教育において教育メ

ディアを効果的に活用するため，各種

講座を実施。 

対象：圏域内住民 

うるおいの圏民参加体験

事業 

（ワークショップ事業） 

えずこホールで，ゴスペルやダンス，演

劇，照明・音響等，幅広いジャンルを入

門編として分かりやすく，楽しい講座

を展開している。 

対象：講座に応じて 

仙 南 地 域 の 地 域 学 校 協 働 活 動 
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【各種講座及び学習機会提供事業】 【ワークショップ事業】 

（３）学校教育支援 

事 業 名 内 容 備 考 

職場体験 消防署やえずこホールにおいて，職場

体験を実施。 

対象：圏域内中学生・高校生 

うるおいの圏民参加体

験事業 

（アウトリーチ事業） 

トップクラスのアーティストによるア

ウトリーチ事業。小学校等で学校の授

業の一環として事業を展開。 

対象：小・中学校 

    

【職場体験】 【アウトリーチ事業】 

（４）その他 

事 業 名 内 容 備 考 

人材育成事業 

（AZ9ジュニア・アクターズ

養成事業） 

次代を担う子供たちと地域の文化を

「はぐくむ」ことをテーマとし，高度な

総合芸術である演劇をとおして，将来

の文化活動を担う人材育成を図る。 

対象：圏域内小学 4～6年

生 

地域学習教材制作の促進と

保存事業 

地域学習に効果的な自作視聴覚教材制

作の支援，利用促進を図る。 

対象：圏域内住民 

 

３ 成果と課題 

（１）成果 

 「えず☆スタ 2022」については，感染症対策のため予約制とし，人数制限や入れ替え制等の

感染症対策を行いつつ，昨年度より会場を広げて実施し，423 名の来場者に楽しんでいただ

き，無事終了することができた。 

 各種講座及び学習機会提供事業については，昨年度に引き続きコロナ禍の状況に合わせ実施

し，8回，延べ 305名の方々にご参加いただいた。ライブ配信については 6回実施した。 

（２）課題 

 オンデマンドサービス等の普及に伴い，視聴覚教材センターの教材貸出の件数は今後減少し

ていくと予想される。昨年度に引き続き，オンデマンドサービスではカバーできない地域の

伝統行事や技術の記録・保存を兼ねた地域教材制作の支援や，GIGAスクール構想の実現に向

けた ICT環境に対応した教育内容を支援できる体制にしていく必要がある。 


